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　令和３年第２回定例会は、６月７日から６月16日までの
10日間の会期で開きました。一般会計補正予算、特別会計補
正予算等すべて原案のとおり可決しました。（６月議会の内容
ｐ.２～９）
　一般質問には５人の議員が登壇し質問しました。（関連記事
ｐ.10～15）

排水路を見直し排水路を見直し

　
大
崎
町
の
永
吉
原
台
地
（
上
記
地
図

Ａ
）、
溜
水
原
台
地
（
上
記
地
図
Ｂ
）

の
排
水
路
が
、
大
雨
時
に
は
度
々
あ
ふ

れ
出
し
、
大
量
の
雑
木
や
竹
等
が
溜
水

の
水
田
に
流
れ
込
み
被
害
を
も
た
ら
し

て
い
ま
し
た
。
こ
の
排
水
路
は
、
大
崎

町
永
吉
原
の
区
画
整
理
に
伴
う
、
排
水

路
が
、
近
年
の
大
雨
で
畑
地
の
排
水
量

増
加
で
特
に
、
県
道
（
上
記
★
印
）
の

暗あ
ん

渠き
ょ
（
地
下
に
あ
る
水
路
）
が
障
害
の

一
因
と
な
り
被
害
を
も
た
ら
す
も
の
で

す
。早
急
な
改
良
工
事
が
望
ま
れ
ま
す
。

国
が
事
業
化

す
る
ま
で
の

道
の
り

今
年
度
（
現
時
点
）

●
測
量
設
計

●
対
策
案
検
討

対
策
案
の
効
果

検
証

調
査
計
画
申
請

計
画
書
作
成

補
助
事
業
申
請

事
業
開
始

順
調
に
進
め
ば

令
和
９
年
度
に

国
庫
事
業
着
工

補正
予算

宮地　彰さん
（溜 水）

溜
水
の
排
水
路
対
策
が
前
進

シ
ラ
ス
対
策
１
号
排
水
路
の
測
量
設
計
や
対
策
案
検
討
の
た
め
の 

測
量
業
務
委
託
料
と
し
て
、
８
５
０
万
円
の
予
算
を
決
め
ま
し
た
。

町
道
→

田
ん
ぼ
→

排
水
路
→

予算額

８５０万円

Ａ

Ｂ

　

大
雨
で
排
水
路
の
水
が
あ
ふ
れ
出

し
、
道
路
は
冠
水
、
木
切
れ
や
竹
、

空
き
缶
、
ビ
ン
は
田
畑
に
流
れ
込
み
、

稲
は
水
没
し
て
し
ま
う
惨
事
に
、
大

変
困
惑
し
て
い
ま
す
。

　

排
水
路
を
拡
幅
し
て
い
た
だ
き
、

こ
の
よ
う
な
水
没
に
よ
る
被
害
が
な

く
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

近
隣
住
民
か
ら
ひ
と
こ
と

▲左手側の排水路からあふれ出た水が、町道や田んぼへ流れ込んでいる。
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令 和 ３ 年
６月議会 大雨で容量不足の大雨で容量不足の

看
護
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
施
設
整
備
へ
補
助
金

柏
原
分
団
の
消
防
車
両
を
更
新

老
朽
化
し
た
ホ
イ
ル
ロ
ー
ダ
ー
を
一
新

　

こ
の
施
設
の
整
備
事
業
に
対
し
て
上

限
４
１
１
５
万
円
の
補
助
金
を
決
め
ま

し
た
。

　

こ
の
補
助
金
の
財
源
は
、
全
て
鹿
児

島
県
か
ら
支
出
さ
れ
る
も
の
で
す
。（
県

支
出
金
）

　
な
お
、
こ
の
補
助
金
を
活
用
し
て
南
の

太
陽
（
事
業
者
）
が
、
池
之
原
地
区
に

同
施
設
を
建
設
し
ま
す
。

ど
ん
な
施
設
な
の
？

● 
利
用
者
：
介
護
認
定
１
～
５
で
あ
れ
ば

利
用
可
能
（
町
民
限
定
）。

●
登
録
定
員
：
29
名
以
下

● 

利
用
時
間
：
主
治
医
と
看
護
小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
密
接

な
連
携
の
も
と
、
医
療
行
為
も
含
め
た

多
様
な
サ
ー
ビ
ス
を
24
時
間
３
６
５

日
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

● 

サ
ー
ビ
ス
内
容
：
看
護
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
事
業
所
の
介
護
支
援

専
門
員
が
「
通
い
」「
泊
ま
り
」「
訪
問

（
看
護
・
介
護
）」
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
元

的
に
管
理
す
る
た
め
、
利
用
者
や
家

族
の
状
態
に
即
応
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を

組
み
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対
策
等
交
付

金
を
活
用
し
、
㈱
鹿
児
島
消
防
防
災

か
ら
一
台
購
入
し
ま
す
。

　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
ホ
イ
ル

ロ
ー
ダ
ー
を
新
規
購
入
す
る
た
め
、

入
札
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
鹿
児
島
き
も
つ

き
が
落
札
し
ま
し
た
。
前
回
の
も
の

か
ら
ワ
ン
サ
イ
ズ
大
き
く
な
り
、
仕

事
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
旧
車
は
、競
売
に
か
け
ら
れ
ま
す
。

● 

車
両　
小
松
Ｗ
Ａ
２
０
０

－

８

● 

バ
ケ
ッ
ト
容
量　
　
２・０
㎥

● 

運
転
質
量　
１
０
１
３
５
㎏

消防団長
松田 重美さん

（唐　仁）

契約金額

2948万円

予算額

4115万円

契約金額

1639万円
　

柏
原
分
団
の
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

は
、
平
成
17
年
３
月
に
購
入
し
た
も

の
で
、
16
年
が
経
過
し
て
い
ま
す
。

日
ご
ろ
か
ら
点
検
・
整
備
等
は
行
っ

て
い
ま
す
が
、
迅
速
な
消
防
活
動
に

あ
た
れ
る
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

消
防
団
長
か
ら
ひ
と
こ
と

東
串
良
町
に

初

設

置

通い・泊まり通い・泊まり

訪 問訪 問
（介護・看護）（介護・看護）

自宅（登録者）

看護小規模多機能型居宅介護事業所
（訪問介護 + 通い + 泊まり + 訪問看護）
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ガードレール
設置予定

車輪止め（片方）
設置予定

児
童
、
保
護
者
の
安
全
を
確
保

予算額

130万円

池之原小学校
川畑 浩二校長

委員長
牧原 完治

　

今
回
、
議
会
に
お
い
て
車
止
め
や
児

童
の
通
路
の
設
置
の
予
算
化
を
図
っ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の

設
置
が
完
了
す
れ
ば
、
こ
れ
か
ら
保
護

者
の
方
々
は
安
心
し
て
Ｐ
Ｔ
Ａ
駐
車
場

を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
す
。

　

今
後
と
も
児
童
の
安
全
確
保
を
最
優

先
に
し
た
学
校
教
育
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

　

こ
の
委
員
会
で
議
員
間
の
問
題
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
町
民
の
皆
様
の

声
を
反
映
さ
せ
、
解
決
に
向
け
、
ス

ピ
ー
ド
化
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

校
長
か
ら
ひ
と
こ
と

　

池
之
原
小
学
校
の
駐
車
場

を
安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う
に

整
備
の
予
算
を
決
め
ま
し
た
。

《
工
事
の
内
容
》

●�

小
学
校
側
の
４
台
分
の
駐

車
ス
ペ
ー
ス
は
軽
自
動
車

専
用
標
示

●�
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置（
ピ

ン
ク
の
ラ
イ
ン
）

●�

片
方
の
車
輪
止
め
を
設
置

（
赤
印
）

●�

片
側
通
行
の
標
示（
白
矢
印
）

　

議
会
で
は
常
任
委
員
会
、

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
こ
の
議
会
活

性
化
調
査
特
別
委
員
会
を
設

置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
幅
広

い
テ
ー
マ
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
・

ご
要
望
に
い
ち
早
く
対
応
が

可
能
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま

す
。

【
設
置
目
的
】

　

二
元
代
表
制
下
に
お
け
る

議
会
の
使
命
と
機
能
及
び
議

員
の
自
己
研け
ん

鑽さ
ん

に
よ
る
資
質

向
上
な
ど
、
議
会
の
あ
り
方

や
役
割
、
議
会
の
活
性
化
策

に
つ
い
て
調
査
す
る
。

　

こ
の
特
別
委
員
会
は
、
議

長
を
除
く
９
名
の
委
員
で
構

成
さ
れ
ま
す
。

（
正
副
委
員
長
に
つ
い
て
は
、

下
記
の
と
お
り
で
す
。）

民生委員
池田 美津子さん

（池之原）

副委員長
児玉 勇治

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、
少
し

で
も
多
く
の
方
の
生
活
が
安
定
し
て
、

よ
く
な
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。

　

委
員
長
を
補
佐
し
、
常
任
委
員
会

と
特
別
委
員
会
で
は
解
決
で
き
な
い

問
題
点
を
こ
の
会
で
対
応
で
き
る
よ

う
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

民
生
委
員
か
ら
ひ
と
こ
と

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
が
長
期
化
す
る
中
、

ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の
低
所
得
の

子
育
て
世
帯
に
対
し
、
生
活
の
支

援
を
行
う
も
の
で
す
。「
子
育
て

世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
」
の

予
算
を
決
め
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

福
祉
課
（
☎
６
３

－

３
１
０
３
）

国
か
ら
ひ
と
り
親
世
帯
以
外
の

低
所
得
者
に
給
付
支
援

議
会
活
性
化
調
査

特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
る

予算額

615万円

委員会
設　置
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■
新
川
西
中
農
道
の
道
路
整
備
に
つ
い
て

▼
陳
情
者
代
表

　

前
川　

弘
（
新
川
西
１
６
１
１

－

２
）

▼
審
査
報
告　
未
舗
装
で
路
面
が
で
こ
ぼ
こ
し
て

い
る
状
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
建
設
課
長
が
雨
の

日
に
事
前
に
確
認
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
道
路
の
あ

ち
こ
ち
に
水
溜
り
が
で
き
、
交
通
に
支
障
が
あ
る

こ
と
を
確
認
し
た
と
の
説
明
が
あ
っ
た
。

▼
審
議
結
果　
全
会
一
致
で
採
択

■ 

義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
負
担
率
の
堅
持
及
び
ゆ
た
か
な
学
び
の
実

現
・
教
職
員
定
数
改
善
を
は
か
る
た
め
の
、
２
０
２
２
年
度
政
府
予
算
に

係
る
意
見
書
採
択
の
陳
情

▼
陳
情
者

　

�

小
蓬
原
昭
雄�

（
新
川
西
４
４
９
５

－

11
）

▼ 

審
査
報
告　
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た

か
な
学
び
の
実
現
の
た
め
に
は
、

自
治
体
間
の
教
育
格
差
が
生
じ
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
国
が
財
源
保

障
し
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の

維
持
向
上
を
は
か
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

▼ 

審
議
結
果　
全
会
一
致
で
採
択

意
見
書
の
提
出
を
決
定

　

学
校
現
場
で
は
、
新
学
習
指
導
要

領
へ
の
対
応
だ
け
で
な
く
、
貧
困
・

い
じ
め
・
不
登
校
な
ど
解
決
す
べ
き

課
題
が
山
積
し
て
お
り
、
子
ど
も
た

ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を
実
現
す
る
た

め
の
教
材
研
究
や
授
業
準
備
の
時
間

を
十
分
に
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
施
策
と
し
て
定
数
改
善
に
む

け
た
財
源
を
保
障
し
、
子
ど
も
た
ち

が
全
国
の
ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
、

一
定
水
準
の
教
育
を
受
け
ら
れ
る
こ

と
が
憲
法
上
の
要
請
で
す
。

　

次
の
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
強

く
要
請
し
ま
す
。

委
員
会
で
の
質
疑

町
が
砂
利
を
ま
け
な
い
か

　

�　

で
こ
ぼ
こ
の
対
処
と
し
て

陳
情
者
等
が
自
ら
砂
利
を
入

れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
町
で

対
応
で
き
な
い
か
。

　

�　

要
望
さ
れ
た
ら
、
町
費
で

対
応
し
た
い
。

過
疎
債
を
使
う
と 

事
業
は
い
つ
頃
か

　

�　

過
疎
債
を
使
え
る
と
な
れ

ば
い
つ
頃
に
な
る
か
。

　
�　

過
疎
計
画
に
の
せ
て
議
会

の
議
決
等
必
要
と
な
る
の
で
、

早
く
て
も
再
来
年
頃
に
な
る

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

工
事
費
用
は

　

�　

陳
情
の
と
お
り
工
事
を
行

う
と
な
れ
ば
、
費
用
は
ど
の

く
ら
い
か
か
る
か
。

　

�　

ま
ず
測
量
か
ら
に
な
る
と

思
う
が
、現
時
点
で
の
回
答
は

で
き
な
い
。

問答問答問答

陳情２件
採　　択

大雨時には通行に支障があるため、舗装と排水路を望む

１．�計画的な教職員定数改善を�

推進すること。

２．�教育の機会均等と水準の維持

向上をはかるため、地方財政

を確保した上で義務教育費国

庫負担制度を堅持すること。

提出先：�衆議院議長、参議院議長、�

内閣総理大臣、財務大臣、�

総務大臣、文部科学大臣

教職員定数の改善及び
義務教育費国庫負担制度
拡充に係る意見書
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今
回
６
月
議
会
で
提
出
さ
れ
た
予
算
の
中
に
、
町
道
池
之
原
大
隅
線
の
測
量
設
計
監

理
業
務
委
託
料
と
し
て
１
４
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
予
算
に
対
し
、

教
育
産
業
常
任
委
員
会
で
は
現
地
を
確
認
し
、
町
長
や
建
設
課
長
か
ら
詳
し
い
説
明
を

受
け
、
調
査
し
た
結
果
、
附
帯
決
議
を
提
出
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

予
算
へ
の
質
疑

こ
の
路
線
を
選
定
し
た
理
由
は

　
　
　
　

測
量
設
計
監
理
業
務
委
託

料　

１
４
０
０
万
円
は
、
町
道
池
之

原
大
隅
線
の
改
良
事
業
で
あ
る
と
説

明
を
聞
い
た
が
、
こ
の
路
線
を
選
定

し
た
理
由
は
。

　
　
　
　

平
成
25
年
度
か
ら
過
疎
計

画
に
の
せ
て
順
次
事
業
を
実
施
し
て

い
く
大
変
重
要
な
路
線
の
一
つ
で

あ
っ
た
。

住
民
か
ら
要
望
が
あ
っ
た
の
か

　
　
　
　

こ
の
路
線
に
隣
接
す
る
に

ぎ
や
か
タ
ウ
ン
雪
山
の
住
民
を
初
め
、

地
域
住
民
な
ど
か
ら
町
に
要
請
が

あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　

陳
情
や
要
望
は
な
い
。

ど
こ
へ
避
難
す
る
道
路
な
の
か

　
　
　
　

委
員
会
で
の
説
明
の
中
で
、

避
難
道
路
と
し
て
も
必
要
だ
と
言
わ

れ
た
。
避
難
道
路
と
し
て
必
要
で
あ

れ
ば
、
あ
そ
こ
を
通
っ
て
、
ど
こ
に

避
難
を
す
る
の
か
。

　
　
　
　

あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
検
証

し
、
再
検
討
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

住
民
ニ
ー
ズ
が
優
先
で
は
な
い
か

　
　
　
　

柏
原
の
寺
町
な
ど
、
狭
い

道
路
に
こ
の
よ
う
な
予
算
を
回
し
た

ら
ど
う
か
。

　
　
　
　

調
査
委
託
業
務
で
あ
り
、

調
査
だ
け
で
あ
る
。
消
防
車
、
救
急

車
と
か
入
ら
な
い
と
こ
ろ
は
、
再
度

検
討
で
き
れ
ば
と
思
う
。

予
算
は
、
ど
う
活
用
さ
れ
る
の
か

　
　
　
　

こ
の
委
託
料
は
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
業
務
が
委
託
さ
れ
、

そ
の
後
、
改
良
事
業
に
ど
の
よ
う
に

活
用
さ
れ
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　

路
線
の
調
査
、
用
地
の

調
査
、
路
線
周
り
の
家
屋
を
調
査
す
る
。

さ
ら
に
路
線
の
調
査
の
中
で
、
※
Ｃ
Ｂ

Ｒ
試
験
等
を
し
て
、
こ
の
道
路
が
大
き

な
車
な
ど
に
対
応
す
る
か
調
査
す
る
。

※�

Ｃ
Ｂ
Ｒ
試
験
と
は
…
地
盤
を
調
査
し
、

土
の
支
持
力
を
調
べ
る
も
の
で
す
。

調
査
後
の
計
画
は

　
　
　
　

調
査
だ
け
し
て
後
は
ど

う
す
る
の
か
。

　
　
　
　

来
年
度
以
降
、
建
設
に
入

る
と
き
、
い
た
だ
い
た
意
見
を
調

査
・
加
味
し
な
が
ら
発
注
し
た
い
。

前 

田
町 

長
前 

田
町 

長
前 

田
町 
長

前 

田
町 

長
前 

田
建
設
課
長

上 

園
町 

長

附帯決議

道路改良前に行う測量関係の予算が計上された（池之原大隅線）

測
量
設
計
監
理
業
務
委
託
料　
１
４
０
０
万
円

そ
の
予
算
ち
ょ
っ
と
待
っ
た
！

　

附
帯
決
議
と
は

　

議
案
が
可
決
さ
れ
る
際
に

町
長
に
対
し
執
行
等
に
つ
い
て

議
会
と
し
て
の
希
望
や
要
望
事

項
を
意
思
表
示
す
る
も
の
で
す
。

法
律
的
な
効
果
は
な
い
で
す
が
、

政
治
的
な
効
果
を
目
的
と
し
て

行
わ
れ
る
も
の
で
す
。

　

今
回
の
場
合
は
、
池
之
原

大
隅
線
の
測
量
関
係
の
予
算

（
１
４
０
０
万
円
）
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
こ
の
予
算
に
関

し
、
議
会
は
「
今
行
う
必
要
が

あ
る
の
か
」
等
を
調
査
し
た
後
、

町
長
に
対
し
て
、『
緊
急
性
の
高

い
も
の
か
ら
整
備
し
て
ほ
し
い
』

と
要
望
し
ま
し
た
。

6Ｒ３.８.10 発行（No.150）



議
案
第
32
号 

「
令
和
３
年
度
東
串
良
町 

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）」

に
対
す
る
附
帯
決
議
案

提
出
者　
上
園　

ミ
キ
議
員

賛
成
議
員　
西
園　

貞
美
議
員

　
　
　
　
　

前
田　

隆　

議
員

　
　
　
　
　

泊　
　

重
巳
議
員

　
　
　
　
　

宮
地　

利
雄
議
員

　
　
　
　
　

瀨
戸
山
譲
一
議
員

▪
附
帯
決
議
の
全
文

　

令
和
３
年
度
東
串
良
町
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
で
は
、
測

量
設
計
監
理
業
務
委
託
料
と
し
て

１
４
０
０
万
円
が
計
上
さ
れ
て
い
る
。

▪
町
当
局
の
予
算
説
明

　

こ
の
事
業
計
画
で
は
、
大
崎
町

側
が
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
入
れ
た
道

路
拡
幅
整
備
を
つ
い
最
近
済
ま
せ

た
関
係
も
あ
り
、
そ
の
延
長
上
に

あ
る
本
町
側
の
８
２
３
ｍ
も
整
備

し
、
国
道
２
２
０
号
線
が
渋
滞
し

た
と
き
の
幹
線
道
路
と
し
て
の
役

割
や
、
防
災
上
の
避
難
道
路
と
し

て
整
備
し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
道
路
の
両
肩
に
草
等
が

生
え
て
い
る
た
め
約
５
ｍ
位
の
幅
員

と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
も
整
備

し
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

▪
議
会
と
し
て
の
結
論

　

町
当
局
を
は
じ
め
町
議
会
へ
は
、

町
民
か
ら
真
に
道
路
整
備
な
ど
要

望
す
る
陳
情
が
数
多
く
出
さ
れ
て

い
る
。
今
定
例
会
に
お
い
て
も
、

新
川
西
中
地
区
の
住
民
か
ら
里
道

の
整
備
陳
情
が
出
さ
れ
、
現
地
調

査
の
結
果
、
整
備
す
る
必
要
性
を

確
認
し
て
い
る
。
ま
た
、
防
災
・

減
災
特
別
委
員
会
で
は
、
非
常
時

に
対
応
で
き
な
い
道
路
を
数
ヶ
所

調
査
し
た
こ
と
が
あ
る
。
例
え
ば
、

一
部
地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
ず

整
備
が
で
き
な
か
っ
た
経
緯
が
あ

る
柏
原
の
寺
町
な
ど
は
住
宅
密
集

地
で
あ
る
が
、
救
急
車
も
通
れ
な

い
道
路
状
況
で
あ
り
早
急
な
対
策

の
必
要
性
が
あ
る
。（
写
真
①
）

ま
た
、
施
設
園
芸
を
営
む
方
か
ら

も
排
水
対
策
を
講
じ
た
道
路
整
備

も
数
ヶ
所
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
生
活
道
路
や
農
業
経
営
上

の
必
要
性
か
ら
数
多
く
の
陳
情
が

出
さ
れ
、
諸
問
題
か
ら
未
処
理
と

な
っ
て
い
る
案
件
も
数
多
く
あ
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。（
写
真
②
）

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、
今
回
計
上

さ
れ
た
測
量
設
計
監
理
業
務
委
託

料
１
４
０
０
万
円
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
の
使
い
途
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

▪
委
員
会
で
調
査
・
考
察

　

町
道
池
之
原
大
隅
線
は
旧
鉄
道

の
敷
地
跡
で
あ
り
、
本
町
に
お
い

て
現
在
の
道
路
は
か
な
り
以
前
に
、

セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
は
な
い
も
の
の

道
幅
７
ｍ
に
整
備
し
た
経
緯
が
あ

る
。
町
当
局
の
説
明
に
あ
っ
た
雑

草
に
よ
る
幅
員
へ
の
影
響
は
、
除

草
作
業
等
を
行
え
ば
十
分
に
解
消

で
き
る
問
題
で
あ
る
。
去
る
６
月

９
日
に
教
育
産
業
常
任
委
員
会
で

は
現
地
調
査
を
行
っ
た
が
、
十
分

な
幅
員
も
あ
り
、
路
面
上
の
傷
み

な
ど
も
な
く
、
交
通
の
支
障
や
不

便
さ
も
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
住
民
か
ら
の
道
路

整
備
や
排
水
対
策
な
ど
を
訴
え
る

陳
情
等
も
出
さ
れ
て
お
ら
ず
、
町

当
局
が
目
的
と
す
る
国
道
２
２
０

号
線
が
渋
滞
し
た
と
き
の
幹
線
道

路
と
し
て
の
役
割
や
、
防
災
上
の

避
難
道
路
と
し
て
の
役
割
も
現
在

の
状
況
で
十
分
に
対
応
で
き
る
も

の
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
こ
の
路
線
の
隣
接
地

に
は
、
土
地
陥
没
に
よ
り
そ
の
対

策
費
と
し
て
多
額
の
町
費
を
支
出

し
た
「
に
ぎ
や
か
タ
ウ
ン
雪
山
」

が
あ
る
。
そ
の
解
決
ま
で
に
長
い

年
月
を
要
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

宅
地
そ
の
も
の
に
は
抜
本
的
な
対

策
工
法
は
施
さ
れ
て
は
お
ら
ず
、

現
在
に
お
い
て
も
企
画
課
で
土
地

陥
没
に
関
す
る
調
査
が
継
続
し
て

実
施
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
路
線
の

道
路
整
備
が
行
わ
れ
る
と
な
れ
ば
、

大
型
車
両
等
の
交
通
量
が
増
え
る

こ
と
が
予
想
さ
れ
、
そ
の
交
通
に

よ
る
振
動
で
、
隣
接
す
る
住
宅
用

地
の
陥
没
を
誘
因
す
る
の
で
は
な

い
か
と
、
一
方
で
は
危
惧
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

町民・団体等から出された陳情

等で未処理となっているもの

について、今一度十分な調査・

精査を行い、緊急性、必要性

の高いものから順次整備する

ことを求める。
写真②：排水機能が低い永峯地区農道

写真①：救急車が通れない柏原の寺町線
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地
域
住
民
の
憩
い
や
、
観
光
資
源
と
し
て
の
柏
原
海
岸
に
お
い
て
、
度
重
な
る
侵
食
の
進
行
に
よ
り

防
風
林
や
民
家
へ
の
影
響
も
懸
念
さ
れ
る
中
、
浜
が
け
は
成
人
の
高
さ
を
超
え
る
危
険
な
箇
所
も
発
生

し
て
お
り
、
平
成
31
年
２
月
の
調
査
の
と
き
よ
り
、
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
侵
食
対
策
に
む
け
て
早
期
に
着
手
す
る
よ
う
鹿
児
島
県
知
事
に
対
し
意
見
書
を
提
出
す

る
こ
と
を
全
会
一
致
で
決
め
ま
し
た
。

１�．柏原海岸の侵食対策事業検討委員会（以下「検討委員会」という。）を設置し、

そのための予算を計上すること。

２�．検討委員会で柏原海岸の侵食の原因の追究とその対策について調査すること。

３�．検討委員会に外部の専門家の意見も取り入れること。

４�．検討委員会として活動（調査・検討など）する際は住民への十分な説明と合意

形成をおこなうこと。

５�．侵食対策事業について必要な整備と指導・助言を早急に実施し、侵食が著しい

区域を優先して志布志湾地域全体での侵食対策を実施すること。

提出先：鹿児島県知事

柏原海岸の侵食対策の早期着手を求める意見書

平成31年

２月
時 点

令和３年

６月
現 在

侵食が著しい区域を優先して対策を！

柏原海岸の侵食
（浜がけ）対策を要望

▲Ａの時点より落差が拡大している

写真Ａ
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議案等の
番号 件　　名

賛否の意思表示
議決結果小　

川

児　
玉

瀨
戸
山

牧　
原

西　
園
泊
前　
田

上　
園

宮　
地

田
之
畑

議案第30号 ホイールローダー購入契約 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決

議案第31号
東串良町税条例の一部を改正する条例の制定 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説 ：�条例の文言等の見直しによるもの。

議案第32号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

発議第１号 議案第32号「令和３年度東串良町一般会計補正予算
（第３号）」に対する附帯決議（案） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案第33号
令和３年度東串良町介護保険事業（保険事業勘定）
特別会計補正予算（第１号） ○ ○ ○ ○ ○○ ○ ○ ○ - 原案可決

 解説 ：�国や県への返還金等3,346万円を追加し、総額9億9,446万円となるもの。

議案第34号 消防ポンプ自動車購入契約 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

議案第35号 令和３年度東串良町一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

発委第２号 議会活性化調査特別委員会の設置に関する決議 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 可　　決

発委第３号 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充
に係る意見書 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

発委第４号 柏原海岸の侵食対策の早期着手を求める意見書 ○ ○ ○○ ○ ○ ○ ○ ○ - 原案可決

６月 議 会
議案等に対する
議員の賛否状況

あの質問
どうなった？

採決とは、議長が議案等について出席議員に賛否の意思表示を求め、それ
を集計することを言います。
表決とは、議員が議長の採決に応じて、賛成・反対の意思表示をし、議会
の意思決定に参加することを言います。表決には、起立によるもの、投票
によるもの、異議の有無の確認のみを諮る簡易採決の方法があります。
※�過半数で議決すべき場合には、議長には表決権がありません。

定例会での一般質問で取りあげた質問や提言、
要望のその後をお知らせします。

　全国和牛能力共進会出品対策事業補助
金を新設しました。（令和３年６月補正予
算にて対応）
■�重点区：①第６区（総合評価群）、②第
３区（若雌の２）、③第２区（若雌の１）

■�対象者：65歳未満で全共及び各共進会
に向けて意欲的に取り組む方。

■�補助率：セリ価格（消費税・手数料除
く）の２割。１頭あたり20万円を上限。

　令和３年４月１日付で、本町初の女性
課長が誕生しました。
（議会事務局長�浜屋啓子氏）
【女性の割合】
課　　長　　１名　（11名中）� ９％
課長補佐　　０名　（16名中）� ０％
係　　長　　７名　（19名中）� 36％

（７月１日　現在）

６月議会の一般質問へ GO！！

（備考：○…賛成　×…反対　ー…表決権なし）

Ｑ． Ｑ．
Ａ． Ａ．個人には出せないが、振興会

あたりで要望してほしい。 ０パーセントである。

若い後継者が全共に行けるような
手立てを　

本町の女性管理職（課長職）の
割合は？（令和３年３月質問） （令和３年３月質問）

（前田　隆議員） （小川　香織議員）

対応
済 対応

済
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一 般 質 問 町
政
を
問
う

※�掲載内容については、質問者が質問と
答弁を要約し、東串良町議会広報広聴
常任委員会が編集したものです。

一般質問とは…
　各議員が住民の代表として、町の行財政全般にわ
たり、事務の執行状況や将来に対する方針を聞き、
町当局の考え方や疑問をただすことです。
　単に疑問をはらし、事実関係を明らかにするだけ
ではなく、現行政策の見直しや新規政策を提言する
議員の重要な活動です。
　本町議会の質問時間は、質問と町長等の答弁をあ
わせて１人６０分以内となっています。

小川　香織（11 ページ）
⃝ 多様性を考えた公共施設の整備
⃝ 中学校校舎から体育館までの

通路整備

児玉　勇治（12 ページ）
⃝ 国道 448 号の県予算の使用

目的
⃝ 災害ごみの仮置き場

瀨戸山　譲一（15 ページ）
⃝ 議会と執行部は一丸となるべき

宮地　利雄（13 ページ）
⃝ 戸別受信機の一斉点検を
⃝ 給付型奨学資金を 

給付できないか

牧原　完治（14 ページ）
⃝ 漁協関係者へのコロナ支援は

☆役場１階ロビー本棚　☆福祉センター
☆総合センター

是非ご覧ください！

定例会や臨時会の会議録は、
次の町内３箇所に設置しています。
また、町のホームページでも見ることができます。

会議録の設置

東串良町ＨＰ
ＱＲコード

10Ｒ３.８.10 発行（No.150）



　
　
　
　

庁
舎
内
に
は
授
乳
室
の

設
置
や
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
ベ
ッ
ド
、
妊
産
婦
の
た

め
の
駐
車
場
の
区
画
が
な
い
。
こ

れ
は
現
庁
舎
が
こ
れ
ら
の
考
え
を

想
定
し
て
い
な
い
た
め
、
場
所
の

確
保
が
進
ま
な
い
の
だ
と
考
え
て

い
た
。

　

新
し
く
で
き
た
マ
ル
マ
リ
ン
で

も
、
利
用
者
を
配
慮
し
た
構
造
で

は
な
い
と
耳
に
し
、
現
場
を
確
認

し
た
。
設
計
時
か
ら
、
公
共
施
設

全
般
に
お
け
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
や

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を
考
え

た
多
様
性
の
あ
る
施
設
の
整
備
が

必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

　
　
　
　
　

庁
舎
や
保
健
セ
ン

タ
ー
に
は
、
身
体
的
な
障
が
い
者

の
方
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
１
台
確

保
し
、
表
記
し
て
あ
る
。
そ
の
表

記
の
中
に
ま
た
必
要
性
が
あ
れ
ば
、

そ
う
い
う
方
の
表
記
も
含
め
て
対

応
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
る
。

た
だ
、
マ
ル
マ
リ
ン
は
、
整
備
途

中
の
た
め
、
状
況
を
見
な
が
ら
、

今
後
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

駐
車
場
１
台
の
確
保
で
、

優
し
い
公
共
施
設
を
目
指
す
対
策

と
し
て
十
分
か
。

　
　
　
　
　

十
分
と
い
う
こ
と
で

は
な
く
、
現
状
は
そ
こ
を
使
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
な
対
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。
必
要
性
が
あ
る
な
ら

ば
、
今
後
い
ろ
ん
な
角
度
か
ら
検

討
協
議
し
、
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

�

災
害
時
、
消
防
団
員
等
の

安
全
や
体
制
等
に
問
題
は

な
い
か

　

�

今
の
と
こ
ろ
問
題
は
な
い

　
　
　
　

東
串
良
町
地
域
防
災
計

画
の
見
直
し
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　
　

防
災
会
議
を
開
催
し

必
要
な
部
分
は
改
正
す
る
予
定
。

　
　
　
　

災
害
時
に
最
前
線
で
活

動
す
る
消
防
団
員
、
避
難
所
担
当

職
員
及
び
災
害
対
策
要
員
と
そ
の

関
係
者
の
災
害
時
の
安
全
と
管
理

対
策
、
体
制
に
問
題
は
な
い
か
。

　
　
　
　

消
防
団
員
を
初
め
、
職

員
を
含
め
た
災
害
対
策
要
員
の
安

全
確
保
に
つ
い
て
は
、
日
頃
の
定

期
訓
練
や
装
備
品
の
充
実
を
図
り
、

積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
今
の
と

こ
ろ
問
題
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。 　

�

校
舎
か
ら
体
育
館
ま
で
の

通
路
整
備
は

　

�

学
校
施
設
等
長
寿
命
化
計

画
と
併
せ
て
考
え
て
い
く

　
　
　
　

中
学
校
の
校
舎
か
ら
体

育
館
に
続
く
通
路
整
備
の
必
要
性

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

　
　
　
　

教
育
委
員
会
と
し
て
も
、

特
に
雨
の
日
は
不
便
さ
を
痛
感
し

て
い
た
。
た
だ
、
昨
年
度
、
業
務

委
託
し
た
学
校
施
設
等
長
寿
命
化

計
画
で
は
、
校
舎
や
ほ
か
の
補
修

工
事
の
必
要
が
指
摘
さ
れ
、
こ
の

指
摘
事
項
の
改
善
工
事
を
行
う
と

莫
大
な
財
源
が
必
要
に
な
る
。
今

後
財
源
を
含
め
、
計
画
的
に
進
め

て
い
く
中
で
、
併
せ
て
考
え
る
の

が
妥
当
と
考
え
る
。

　
　
　
　

中
学
校
の
体
育
館
は
、

災
害
の
種
類
に
も
よ
る
が
、
一
時

避
難
所
と
し
て
も
使
用
が
検
討
さ

れ
る
。
雨
天
時
に
子
ど
も
た
ち
の

体
育
館
使
用
や
防
災
訓
練
時
の
受

渡
し
の
際
、
待
機
す
る
保
護
者
へ

の
配
慮
、
一
時
避
難
所
に
な
っ
た

際
の
雨
天
時
の
校
舎
と
の
往
来
な

ど
、
整
備
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
る

快
適
性
や
公
益
性
も
十
分
あ
る
こ

と
か
ら
、早
急
に
検
討
し
て
ほ
し
い
。 　

�

公
共
施
設
で 

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が 

使
え
る
環
境
整
備
を

　

�

自
宅
に
整
備
し
て
い
る 

人
も
多
く
、
喫
緊
の 

課
題
で
は
な
い

　
　
　
　

本
町
の
公
共
施
設
等
に

お
け
る
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
の
整
備

や
自
由
に
調
べ
も
の
等
が
で
き
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
端
末
の
設
置
を
図
る
必
要

性
は
な
い
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

日
常
生
活
で
Ｗ
ｉ

－

Ｆ
ｉ
環
境
を
利
用
す
る
人
は
、
自

宅
に
そ
の
環
境
を
整
え
て
い
る
方

が
多
く
、
必
要
と
さ
れ
る
方
は
多

く
な
い
と
考
え
る
。
公
共
施
設
に

お
け
る
環
境
の
整
備
は
、
費
用
対

効
果
が
薄
い
の
で
は
な
い
か
。
端

末
、
パ
ソ
コ
ン
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
等

の
設
置
は
、
若
年
層
で
は
ス
マ
ホ

な
ど
各
自
所
有
し
、
高
齢
者
層
は

そ
の
使
い
方
が
分
か
ら
ず
に
結
局

利
用
者
が
い
な
い
と
い
っ
た
こ
と

に
も
な
り
か
ね
な
い
の
で
、
喫
緊

の
課
題
で
は
な
い
と
考
え
て
い
る
。

※�

そ
の
他
の
質
問
に
つ
い
て
は�

会
議
録
参
照

小 

川
総
務
課
長

小 

川
総
務
課
長

小 

川
総
務
課
長

小 
川

町 

長

小 

川
町 

長
小 

川

小 

川
町 

長

Ｑ．
Ａ．必要性に応じ、検討する

小川  香織 議員小川  香織 議員

多様性を考えた
公共施設の整備を
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令
和
３
年
度
、
県
か
ら

国
道
４
４
８
号
線
に
２
３
６
０
万

円
が
予
算
化
さ
れ
て
い
る
が
、
使

用
目
的
を
尋
ね
る
。

　
　
　
　

柏
原
の
上
通
り
歩
道
未

整
備
区
間
約
４
３
０
メ
ー
ト
ル
に
、

特
定
交
通
安
全
施
設
等
整
備
事
業

を
活
用
し
、
令
和
３
年
度
中
に
測

量
設
計
、
用
地
家
屋
調
査
を
行
う
。

令
和
４
年
度
か
ら
は
用
地
交
渉
、

買
収
を
行
っ
た
後
、
工
事
を
実
施

す
る
予
定
と
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　

執
行
部
の
努
力
も
あ
り
、

国
会
議
員
、
県
会
議
員
、
そ
し
て

知
事
も
現
地
を
視
察
さ
れ
、
予
算

化
さ
れ
た
と
思
う
が
、
住
民
の
意

児 

玉
町 

長
児 

玉

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
各
家
庭

で
発
生
し
た
災
害
ご
み
は
、
仮
置

き
場
で
の
混
雑
を
回
避
す
る
た
め

に
、
地
区
ご
と
に
搬
入
日
や
時
間

を
調
整
す
る
な
ど
、
状
況
に
応
じ

て
防
災
無
線
等
を
利
用
し
、
町
民

へ
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　

生
活
圏
内
に
廃
棄
物
が

あ
れ
ば
、
一
番
困
る
の
は
住
民
で

あ
る
た
め
、
処
理
業
者
の
活
用
と

町
全
体
で
、
問
題
に
取
り
組
む
こ

と
が
重
要
で
あ
る
。
他
の
市
町
村

で
は
、
災
害
ご
み
を
含
む
一
般
廃

棄
物
の
相
互
支
援
協
定
を
結
ん
で

い
る
よ
う
だ
が
、
本
町
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

平
成
19
年
に
鹿
児
島
及

び
県
内
市
町
村
間
の
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
て
い
る
。
平

成
30
年
に
は
、
県
内
市
町
村
の
鹿

児
島
県
消
防
相
互
応
援
協
定
を
、

そ
し
て
今
年
６
月
１
日
に
は
、
鹿

児
島
県
産
業
資
源
循
環
協
会
と
災

害
時
に
お
け
る
廃
棄
物
等
の
協
力

に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
た
。

　
　
　
　

地
震
・
津
波
・
台
風
等

の
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

東
日
本
大
震
災
の
教
訓
を
生
か
し
、

町
民
の
生
活
に
支
障
が
な
い
よ
う

に
、
災
害
ご
み
の
処
理
を
お
願
い

し
た
い
。

児 

玉
町 

長
児 

玉

見
が
第
一
で
あ
る
。
県
に
言
わ
れ

る
ま
ま
で
は
な
く
、
執
行
部
が
住

民
の
意
見
を
聞
き
、
そ
れ
が
反
映

さ
れ
る
よ
う
な
体
制
を
作
り
、
地

元
業
者
の
活
用
も
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
国
道
４
４
８
号
線
の
柏

原
下
通
り
は
、
ま
だ
半
分
し
か
整

備
が
さ
れ
て
お
ら
ず
、
両
側
が
拡

張
さ
れ
る
こ
と
で
、
住
民
は
拡
張

に
賛
成
し
て
い
る
。
今
後
も
継
続

審
議
と
し
て
、
柏
原
下
通
り
の
拡

張
を
要
望
す
る
。

　

�

災
害
ご
み
の
仮
置
き
場

は
ど
こ
に
な
る
の
か

　

�

町
有
地
を
予
定
し
て
い
る

　
　
　
　

地
震
や
津
波
で
発
生
す

る
災
害
ご
み
の
処
理
計
画
策
定
が

２
０
２
０
年
度
ま
で
に
本
県
の
39

市
町
が
、
作
成
を
終
え
る
見
通
し

と
の
こ
と
だ
が
、
本
町
は
策
定
が

終
了
し
て
い
る
か
。

　
　
　
　

地
震
、
災
害
、
風
水
害
、

そ
の
他
自
然
災
害
を
対
象
と
す
る

東
串
良
町
災
害
廃
棄
物
処
理
計
画

を
今
年
３
月
に
策
定
し
て
い
る
。

　
　
　
　

津
波
、
地
震
等
に
よ
り

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、

仮
置
き
場
が
必
要
に
な
っ
て
く
る

と
思
う
。
本
町
の
災
害
廃
棄
物
処

理
計
画
の
取
り
組
み
の
中
で
、
ど

の
よ
う
な
場
所
に
燃
え
る
ご
み
と
、

燃
え
な
い
ご
み
の
分
別
を
し
て
搬

送
す
る
の
か
。
計
画
が
あ
れ
ば
尋

ね
る
。

　
　
　
　

災
害
廃
棄
物
は
、
膨
大

な
量
に
な
る
こ
と
か
ら
、
直
接
処

理
施
設
へ
の
搬
入
が
困
難
と
想
定

さ
れ
る
。
燃
え
る
ご
み
と
、
燃
え

な
い
ご
み
等
の
分
別
区
分
を
、
処

理
業
者
と
協
議
し
た
上
で
、
町
有

地
を
仮
置
き
場
と
し
て
、
利
用
す

児 

玉
町 

長
児 

玉
町 

長

児玉 勇治 議員児玉 勇治 議員

地元県議と県職員から事業説明を受けた地元県議と県職員から事業説明を受けた

Ｑ．
Ａ．今年中に 

測量設計等を実施

国道４４８号の県予算の 
使用目的は
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正
確
な
気
象
情
報
と
迅

速
な
避
難
情
報
が
求
め
ら
れ
る
時

期
だ
が
、
豪
雨
や
暴
風
の
中
で
は
、

屋
外
の
防
災
無
線
は
聞
こ
え
な
い

場
合
も
あ
る
。
災
害
が
起
こ
る
前

に
、
防
災
無
線
の
子
機
を
一
斉
に

点
検
を
実
施
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　
　
　

防
災
行
政
無
線
戸
別
受

信
機
の
故
障
時
の
対
応
に
つ
い
て

は
、
町
の
広
報
紙
に
て
周
知
を
図

り
、
町
民
の
方
々
か
ら
故
障
等
の

連
絡
が
あ
っ
た
場
合
は
、
職
員
が

随
時
、
点
検
や
修
理
等
を
行
っ
て

い
る
。

　

併
せ
て
、
ま
だ
設
置
さ
れ
て
い

な
い
方
や
本
町
へ
転
入
さ
れ
た
方

へ
戸
別
受
信
機
の
設
置
も
案
内
し

て
い
る
が
、
音
が
う
る
さ
い
等
の

理
由
で
設
置
を
希
望
さ
れ
な
い
方

も
い
る
。
今
年
５
月
１
日
現
在
で

防
災
行
政
無
線
戸
別
受
信
機
の
普

及
率
は
82
％
で
あ
る
。

　

こ
れ
か
ら
の
自
然
災
害
に
備
え
、

身
を
守
る
た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て

活
用
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
今
後

も
設
置
を
推
進
し
た
い
。
費
用
負

担
に
つ
い
て
は
、
全
て
町
の
予
算

で
対
応
し
て
い
る
。

　

�

給
付
型
の
奨
学
資
金
を

支
給
で
き
な
い
か

　

�

国
か
ら
の
交
付
金
が 

あ
れ
ば
検
討
し
た
い

　
　
　
　

本
町
出
身
の
大
学
生
な

ど
に
コ
ロ
ナ
が
収
束
す
る
ま
で
の

間
、
給
付
型
の
奨
学
資
金
を
支
給

で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

昨
年
度
、
大
学
生
及
び

専
門
学
校
生
１
１
６
人
へ
１
人

５
万
円
ず
つ
総
額
５
８
０
万
円
、

高
校
生
１
６
１
人
へ
１
人
３
万
円

ず
つ
、
総
額
４
８
３
万
円
の
学
業

支
援
給
付
金
を
支
給
し
た
。
ま
た
、

町
民
１
人
当
た
り
４
万
円
を
３
回

に
分
け
て
給
付
し
、
コ
ロ
ナ
関
係

で
給
付
を
す
る
財
源
は
今
、
持
ち

合
わ
せ
て
い
な
い
。
今
後
、
国
か

ら
の
コ
ロ
ナ
に
対
す
る
交
付
金
が

あ
れ
ば
、
そ
の
趣
旨
等
を
検
討
し

考
え
た
い
。

　

�

コ
ロ
ナ
に
よ
る 

小
売
店
等
の
影
響
は

　

�

売
り
上
げ
が
20
％
以
上 

減
少
し
て
い
る

　
　
　
　

町
内
の
小
売
店
、
飲
食

店
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、
ど
の
程

度
把
握
し
て
、
ま
た
何
ら
か
の
助

成
の
考
え
は
な
い
か
。

　
　
　
　

４
月
の
調
査
結
果
で
は
、

小
売
店
で
は
、
宴
会
自
粛
等
で
コ

ロ
ナ
前
と
比
較
し
て
売
上
高
が

20
％
以
上
減
少
と
い
う
調
査
結
果

で
あ
っ
た
。
一
方
、
飲
食
店
で
も

20
％
以
上
減
少
し
て
い
る
店
舗
も

あ
り
、
非
常
に
困
っ
て
い
る
と
の

調
査
結
果
で
あ
っ
た
。

　

直
接
的
な
助
成
措
置
で
は
な
い

が
、
１
万
円
で
２
万
円
分
の
商
品

券
を
４
０
０
０
セ
ッ
ト
発
行
す
る

商
品
券
事
業
を
経
済
対
策
と
し
て
、

実
施
す
る
。
小
売
店
や
飲
食
店
の

支
援
に
必
ず
や
つ
な
が
る
も
の
と

期
待
し
て
い
る
。

宮 

地
町 

長

宮 

地
町 

長
宮 

地

町 

長

　

�

申
告
受
付
時
の 

コ
ロ
ナ
対
策
は

　

�

国
税
局
や
厚
労
省
の
拡
大

防
止
資
料
を
参
考
に
実
施

　
　
　
　

町
県
民
税
の
申
告
の
問

題
だ
が
、
今
年
も
本
町
は
各
集
落

で
公
民
館
な
ど
を
使
っ
て
申
告
作

業
を
行
っ
て
い
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

中
で
密
を
避
け
る
た
め
に
、
ど
の

よ
う
な
や
り
方
だ
っ
た
の
か
。
ま

た
、
申
告
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は

ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　

各
集
落
で
の
申
告
受

付
で
は
、
国
税
局
の
発
表
資
料
や

厚
生
労
働
省
の
資
料
か
ら
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防

止
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
等
を
参
考

に
し
、
申
告
者
同
士
が
密
に
な
ら

な
い
よ
う
実
施
し
た
。

　

ま
た
、申
告
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
も
配
慮
し
、一
定
の
間
隔
を
取
っ

て
申
告
受
付
を
し
て
い
た
。

宮 

地
税
務
課
長

宮地　利雄 議員宮地　利雄 議員

Ｑ．
Ａ．故障時に

点検や修理をしている

戸別受信機の一斉点検を

経済対策に商品券事業を実施する経済対策に商品券事業を実施する

見本

見本
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昨
年
の
所
得
申
告
で
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り
ど
の
よ
う
な
職
種

に
影
響
が
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　

令
和
２
年
中
及
び
令

和
元
年
中
の
営
業
等
所
得
、
町
内

事
業
所
２
１
７
件
の
比
較
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
前
年
よ
り
営
業
所
得

が
増
え
た
事
業
所
は
１
０
２
件
、

減
っ
た
事
業
所
は
１
１
５
件
と

な
っ
た
。
な
お
、
住
民
税
の
課
税

所
得
に
は
職
種
が
存
在
し
な
い
た

め
、
職
種
ご
と
の
内
訳
の
デ
ー
タ

は
保
有
し
て
い
な
い
。

　
　
　
　

私
が
聞
い
た
と
こ
ろ
で

は
、
漁
業
者
に
つ
い
て
は
魚
が
安

値
で
被
害
を
受
け
た
と
か
。
ま
た

魚
の
卸
売
業
で
は
、
４
件
ほ
ど
だ

と
思
う
が
、
非
常
に
収
益
が
落
ち

た
と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
。

漁
協
、
商
工
業
、
そ
う
い
う
方
た

ち
で
被
害
を
受
け
た
と
い
う
の
は

聞
い
て
い
な
い
か
。

　
　
　
　
　

今
年
４
月
に
中
小
企

業
を
対
象
に
国
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
売
上
げ

の
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
依
頼
が

あ
っ
た
。
こ
の
調
査
を
商
工
会
の

ほ
う
に
依
頼
を
し
た
。
調
査
が
で

き
た
の
は
、
全
て
の
会
員
の
方
で

は
な
い
が
、
件
数
と
し
て
は
十
数

件
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
こ
で
聞
き

取
り
を
行
っ
た
結
果
、
小
売
店
、

そ
れ
か
ら
飲
食
店
、
全
て
の
お
店

で
は
な
い
が
、
売
上
げ
の
20
％
以

上
の
減
少
が
あ
っ
た
お
店
も
あ
っ

た
。

　
　
　
　

漁
協
の
魚
の
卸
売
業
と

か
、
漁
協
関
係
で
所
得
に
被
害
が

あ
れ
ば
何
ら
か
の
対
策
が
必
要
だ

と
思
う
。
そ
こ
で
、
コ
ロ
ナ
禍
で

影
響
の
あ
っ
た
方
の
調
査
が
で
き

れ
ば
、
今
後
、
町
と
し
て
何
か
対

策
が
で
き
な
い
も
の
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　

漁
協
関
係
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
以
前
漁
協
組
合

の
ほ
う
か
ら
漁
協
の
手
数
料
の
助

成
の
要
望
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、

ほ
か
の
団
体
、
畜
産
や
園
芸
で

あ
っ
て
も
、
そ
の
手
数
料
の
支
援

と
い
う
部
分
に
つ
い
て
は
、
１
団

体
の
み
を
支
援
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
の
た
め
、
ほ
か
の
対
策

と
し
て
一
律
支
援
が
で
き
な
い
か

町
長
と
も
協
議
を
し
た
が
、
一
概

に
飲
食
業
等
の
不
振
と
い
う
こ
と

で
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
漁
獲
高
の
問
題
も

あ
る
た
め
、
そ
こ
は
今
後
精
査
を

す
る
必
要
が
あ
る
の
か
な
と
考
え

て
い
る
。
ち
り
め
ん
な
ど
も
販
売

の
低
迷
が
続
い
て
い
る
と
い
う
話

も
あ
っ
た
た
め
、
そ
こ
に
つ
い
て

町
の
物
産
館
等
も
あ
る
の
で
、
そ

の
物
産
館
等
で
も
販
売
が
で
き
な

い
か
と
、
漁
協
組
合
と
協
議
を

行
っ
た
経
緯
も
あ
る
。

　

ま
だ
、
ど
こ
ま
で
支
援
が
で
き

る
か
具
体
的
な
と
こ
ろ
ま
で
至
っ

て
い
な
い
現
状
の
た
め
、
今
後
そ

こ
を
調
査
研
究
す
る
必
要
が
あ
る

の
か
な
と
思
う
。
併
せ
て
、
大
崎

町
と
も
そ
こ
は
協
議
を
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
た
め
、
今

後
ま
た
継
続
的
な
対
策
を
取
っ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

牧 

原
税
務
課
長

牧 

原
企
画
課
長

牧 

原
農
林
水
産
課
長

牧原  完治 議員牧原  完治 議員

Ｑ．
Ａ．具体策まで

協議できていない

漁協関係者への
コロナ支援は

魚が安値で収益が落ちた卸売業等に支援を魚が安値で収益が落ちた卸売業等に支援を

　９月議会は、10日の開会を予定しています。
　１階ロビーのテレビでも議会中継をご覧になれます。
　町政を知る良い機会ですので、役場へお越しの際は、
ご覧ください。
※�本会議については、防災無線でお知らせします。

９９月議会のお知らせ月議会のお知らせ
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議
会
と
執
行

部
は
両
輪
の
関
係
を
築

き
、
町
一
丸
と
な
っ
て

方
向
性
を
見
出
す
べ
き

だ
と
思
う
。
町
長
は
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
認
識
を
持
っ
て

い
る
か
尋
ね
る
。

　
　
　
　

執
行
部
と
し

て
は
私
の
掲
げ
る
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
（
公
約
）
や

費
用
対
効
果
、
町
民
の

要
望
、
事
業
を
行
う
た

め
の
必
要
経
費
な
ど
を

検
討
し
、
議
案
を
ま
と

め
、
議
会
に
提
出
し
、

議
会
か
ら
可
否
を
判
断

さ
れ
る
。
当
然
、
様
々

な
意
見
も
あ
る
と
理
解

し
て
お
り
、
議
員
か
ら

の
意
見
や
町
民
の
皆
様

の
声
を
聞
か
せ
て
い
た

だ
き
議
論
を
尽
く
し
て

よ
り
良
い
東
串
良
を
皆

様
と
共
に
築
い
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

瀨
戸
山

町 

長

瀨戸山  譲一 議員瀨戸山  譲一 議員

Ｑ．
Ａ．議論をつくして

町を築きたい

議会と執行部は一丸と
なるべき

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
議
員
個
々
が
調
査
や
研
修
等
に
参
加
し
た
内
容

を
報
告
す
る
も
の
で
す
。

町
村
議
会
議
員
研
修
会 

　

令
和
３
年
５
月
11
日
、
鹿
児
島
市

民
文
化
ホ
ー
ル
に
て
、
議
員
の
政
策

能
力
を
高
め
る
た
め
に
、
鹿
児
島
県

町
村
議
会
議
長
会
主
催
の
研
修
会
が

開
催
さ
れ
た
。

講
演
①

テ
ー
マ　

　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
東
ア
ジ
ア
外
交

と
日
米
同
盟
～
中
国
の
攻
勢
に
ど
う

応
じ
る
か
～

講　

師　

　

外
交
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
作
家

（
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
）

手
嶋　

龍
一
氏

　

講
演
の
主
旨
は
や
は
り
今
話
題
の

『
台
湾
問
題
』
で
あ
っ
た
。

　

１
９
９
６
年
に
も
、
あ
わ
や
人
民

解
放
軍
の
台
湾
侵
攻
と
い
う
危
機
が

あ
っ
た
が
故
李り

登と
う
き輝
総
統
の
敏
腕
外

交
で
衝
突
が
回
避
さ
れ
た
と
い
う
。

　

し
か
し
、
あ
れ
か
ら
20
数
年
。
人

民
解
放
軍
は
確
実
に
軍
備
増
強
を
遂

げ
、
念
願
の
台
湾
侵
攻
に
自
信
を
覗

か
せ
て
い
る
の
が
現
在
の
状
況
。

　

こ
こ
に
合
わ
せ
今
回
誕
生
し
た
ア

メ
リ
カ
の
バ
イ
デ
ン
政
権
は
中
国
に

強
硬
姿
勢
を
表
明
。
中
国
の
武
力
行

使
に
は
武
力
行
使
を
持
っ
て
応
対
す

る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。

　

手
嶋
氏
は
こ
の
よ
う
な
紛
争
状
態

に
な
る
と
、
日
本
が
計
り
知
れ
な
い

経
済
損
失
や
外
交
上
の
ト
ラ
ブ
ル
を

招
く
こ
と
を
危
惧
さ
れ
『
台
湾
問
題
』

は
す
な
わ
ち
『
日
本
の
問
題
で
あ
る
』

と
強
調
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
事
態
を
回
避
す
る
た

め
に
日
本
は
国
連
の
中
で
存
在
感
を

示
し
、
国
連
の
中
で
平
和
外
交
を
唱

え
て
い
く
べ
き
だ
と
締
め
く
く
ら
れ

た
。講

演
②

テ
ー
マ　

　

夢
の
実
現
～
努
力
は
裏
切
ら
な
い

～講　

師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル・ド
リ
ー

ム
理
事
長
（
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
を
金
メ
ダ
ル
獲

得
ま
で
導
い
た
監
督
）宇津

木　

妙
子
氏

　

チ
ー
ム
結
成
当
初
は
、
や
は
り
、

負
け
の
連
続
で
悔
し
さ
と
惨
め
さ
を

味
わ
っ
て
い
た
。
そ
の
『
悔
し
さ
』

を
前
向
き
に
、
役
に
立
つ
ツ
ー
ル
と

し
て
と
ら
え
て
い
っ
た
そ
う
だ
。

　

ま
た
、
負
け
た
結
果
は
他
人
へ
の

責
め
に
せ
ず
『
全
て
私
の
責
任
』
と

し
て
、
選
手
た
ち
と
接
し
て
き
た
こ

と
も
結
束
力
を
高
め
て
き
た
一
因
で

あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
も
言

わ
れ
た
。

　

ま
た
近
づ
く
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
、
あ
の
有
名
な
上
野
投
手
の
近
況

も
紹
介
さ
れ
会
場
の
雰
囲
気
を
和
ま

せ
て
い
た
。

【
報
告
者
】 瀨

戸
山
譲
一

Vol.6
台湾問題について話す手嶋氏台湾問題について話す手嶋氏
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町内の巡回活動
定期的に議員全員で町内を巡回し、道路等の危険箇所を調査しています。
調査後、意見の集約を行い、町の所管課へ改善要求を行っています。

★巡回22回目★
令和３年６月15日

　巡回地�
岩弘・柏原地区

◀▲�浜の侵食が進み、
通行止の看板が設
置されている。

　　�県に対して、「柏原
海岸の侵食対策の
早期着手を求める
意見書」を提出し
ました。

　　（詳細p. ８）

▲円山公園を出る際、右側の見通しが悪く危険。

危険箇所等調査してもらいたい所がありましたらご連絡ください。
【 連絡先 】東串良町議会事務局　☎０９９４－６３－３１３２

▲�駐車スペース、車道が不明確で人の行き来の際は
危険なので、注意が必要。

黒石串良線 国道 448 号地
元
県
議・県
職
員
と

現
地
を
確
認

円山公園内 柏原海岸の浜がけ

▲�県から「黒石串良線は、未だ調査費が予算化されず、
調査等は３年後になる」と説明を受けた。

▲�「調査を開始した。土地収用は調査を終えてみなければ
分からない」と説明を受けた。

16Ｒ３.８.10 発行（No.150）



手続きは、簡単です！
①団体名（２人以上の参加）
②テーマ（意見交換したいこと・話したいこと）
③希望日時・場所

　　　上記３つを議会事務局までご連絡ください！
議会事務局（直通）☎63-3132

　応募する前に、ご確認ください　
●開催日時：�議会の都合（定例会や臨時会、その他委員会等）により、希望日

に開催できないことがあります。
●場　　所：�役場や公共施設以外を希望される場合は、開催場所の予約を団

体にお願いすることもあります。
●応募期日：�開催希望日１か月前に連絡をお願いします。
●そ の 他：�具体的な実施方法等の詳細については、団体と打ち合わせを行

い、調整していきます。

　各種団体の皆さんから意見を広く聴いて、議会としての政策立案・
提言等につなげようとするものです。
※�各種団体とは、各振興会、老人クラブ、ＰＴＡ、スポーツ少年団、生徒会、青年団、
農業団体、漁協団体、畜産団体、民生委員、文化協会などです。

議会議会とと
意見交換意見交換
しませんかしませんか
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みなさんからいただいた意見は、
今後、協議や調査を行い、町当局に提言や

要望をしていきます。

《作成について》
・左記は陳情書の様式例になります。
・�請願書については、紹介議員の署名又は記名押印
が必要です。また、件名「○○○○○についての
陳情書」の陳情書の部分を請願書として作成して
ください。
・�陳情者の住所を記載し、署名または記名押印して
ください。
・�法人の場合は所在地とその名称を記載し、代表者
が署名または記名押印してください。
・�陳情者が複数の場合は、その代表を明記してください。
・陳情者の住所、氏名は一般に公開されます。
・�陳情書は１件ごとにその趣旨を簡明に記載してく
ださい。また、必要によっては地図や写真等を添
付してください。

《提出について》
・�陳情書は議会事務局でいつでも（開庁日）受け付け
ています。原則、受付日以降に開会される定例会
で取り扱われます。
・�定例会は年４回（３月、６月、９月、12月）あります。

※�ご不明な点は議会事務局へお問い合わせください。
（☎６３－３１３２）

請願・陳情のしかたについて
　町政についての要望や希望などを、請願書や陳情書として町議会にどなたでも提出する
ことができます。
　請願は、１人以上の紹介議員（署名又は記名押印）が必要ですが、陳情は紹介議員は必
要ありません。

○年○月○日

東串良町議会
　議長　○○○○　様

（陳情者）住所　　　　　　　　　　
氏名　　　　　　　　（印）
電話番号　　　　　　　　

件名　○○○○○についての陳情書

【趣旨】

　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　

議会だよりの表紙や取り上げられた記事の写
真の中で「うちの子が載っていた」「記念に」
という写真がありましたら、議会事務局へご
連絡ください。
※掲載されているご本人、またはご家族に限ります。

【☎６３－３１３２】

写真を
差し上げています

中学校のプールが古く水泳の授業がなくなってしまったので新しくきれいにしてください。
また、生徒校舎が古いので
きれいにしてください。そして、体育館までの渡り廊下を作ってください。雨の日にびしょ濡れに
なってしまいます。

みなさんからの意見
クイズの解答と一緒に寄せられた意見を

紹介します。

プレミアム
商品券

ありがたい
です！！
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議会だよりクイズ　第16弾

【応募方法】
●�郵便はがきに、次の事項を書いて議会事務局ま
でお送りください。
　・クイズの答え
　・住所、氏名、年齢、電話番号
　・�議会だよりの感想や、町政に対するご意見、
議会へのご要望など

　　（ひとことでもいいです。）
●�１家族につき、１枚の応募とさせていただきます。
●�正解者の中から抽選により、３人の方に図書
カードをお送りします。
●�しめきりは、令和３年９月10日（金）です。（当
日消印有効）
●�あて先　
　�〒893-1693　東串良町川西1543�
東串良町議会事務局
※�なお、正解者は、本人が特定されない範囲内で
掲載させていただきます。

議会だよりクイズ第15弾の答え
問題�　円山公園内に完成した「MARUMARINE」で

すが施設名を考えたのはどこの児童でしょうか？
　　①池之原小学校の児童　②柏原小学校の児童
答え　②柏原小学校の児童
　応募総数３通、正解者３人、正解者３人に図書
カードを進呈しました。（池之原・６歳・男性）、（川
東・10歳・男性）、（川東・14歳・男性）

東串良町の令和３年度
一般会計当初予算（町で使うお金）は
いくらだったでしょうか？
ヒント：議会だより149号を見てね

①約13億円　②約33億円
③約53億円

ふるって

ご応募く
ださい！

正解者に
は

抽選で

図書カー
ド進呈！

例えば
　１．この町に住んで感じること
　２．議会を傍聴して（感想等）
　３．将来の夢
　４．東串良町の未来図（図画）
　５．自慢のワンショット写真　
　６．イラスト（自作に限る）・・・・・・・・・・・など
【応募方法】
　東串良町議会事務局まで郵送またはメールで応募してください。（持参可）
　なお、応募者は次の事項を必ず記入してください。
　住所、氏名、年齢（学校名と学年）、電話番号、匿名希望者はペンネーム
【応 募 先】〒893-1693�東串良町川西1543番地��東串良町議会事務局
　　　　　�メールアドレス：gikai ＠ higashikushira.com
【しめきり】令和３年 10月11日（月）必着
【注　　意】作品の返品はいたしません。

●�議会だより「東くし
ら」に採用された方
には、図書カードを
お送りします。

●�応募作品は、第151号�
（11月発行）で掲載
する予定です。

投　稿
まって
まーす！

議会だよりに投稿しませんか
１～３の文字数については、
500字以内でお願いします。
なお、添削する場合があります。

19 東くしら町議会だより



本誌掲載写真は写っている方に無料でお分けします。　お問い合わせ先／東串良町議会事務局　☎６３−３１３２ 20
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古
墳
太
鼓
の
始
ま
り
は
、
15
年

ほ
ど
前
、
当
時
の
役
場
職
員
か
ら

「
青
年
団
で
地
域
の
活
性
化
に
活

か
せ
れ
ば
」
と
青
年
団
に
声
を
掛

け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
初

め
は
「
青
年
太
鼓
」
と
い
う
生
涯

学
習
講
座
と
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

時
が
経
つ
に
つ
れ
、「
青
年
太
鼓
」

か
ら
「
古
墳
太
鼓　
神
武
」
と
名

前
を
変
え
、
昨
年
か
ら
文
化
団
体

と
し
て
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
青
年
太
鼓
」
の
時
か
ら
現
在

も
太
鼓
を
続
け
て
い
る
村
吉
修
さ

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
町

内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
の

「
ひ
ろ
が
り
」
や
「
つ
な

が
り
」
を
伝
え
る
目
的
で

企
画
し
ま
し
た
。
名
付
け

て
『
輪
和
話
の
ひ
ろ
ば
』

で
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
登
場

し
て
い
た
だ
き
、
も
っ
と

議
会
だ
よ
り
を
身
近
に
感

じ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
一
報
い
た
だ

け
れ
ば
取
材
に
伺
い
ま
す
。

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ん
は
、『
太
鼓
を
始
め
た
こ
ろ
は
、

経
験
者
が
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

生
涯
学
習
を
通
じ
て
、
自
分
で
一

か
ら
太
鼓
を
学
び
ま
し
た
。
太
鼓

に
は
、
み
ん
な
で
叩
く
楽
し
さ
が

あ
り
、
吹
奏
楽
と
は
違
う
音
楽
の

楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

太
鼓
を
続
け
る
理
由
と
し
て
、

太
鼓
の
良
さ
や
楽
し
さ
、
チ
ー
ム

を
な
く
し
た
く
な
い
と
い
う
思
い

が
あ
る
か
ら
で
す
。』
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
イ
ベ
ン

ト
等
が
な
く
発
表
す
る
機
会
が
減

る
中
、
み
ん
な
で
新
し
い
曲
を
練

習
し
て
い
ま
す
。
毎
週
火
曜
日
に

総
合
セ
ン
タ
ー
で
午
後
８
時
か
ら

10
時
ま
で
練
習
し
て
い
ま
す
。
興

味
が
少
し
で
も
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ

練
習
を
見
学
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

～　
ひ
と
こ
と　
～

　
東
串
良
町
で
力
強
く
受
け
継
が

れ
る
伝
承
太
鼓
。
力
強
さ
の
中
に

優
し
さ
と
メ
ン
バ
ー
の
人
柄
を
感

じ
る
音
色
に
し
ば
ら
く
時
間
が
過

ぎ
る
の
を
忘
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

（
取
材　
小
川　
香
織
）

お互いに教え合い練習しています

表紙の案内

　表紙の写真は、７月11日に町民運動場で開催され
た、ルーピンソフトボール大会に出場していた東串良
ソフトボールスポーツ少年団の選手です。この少年団
は、池之原と柏原のチームが合同となり、３ヶ月前に
結成されました。
　大会当時は、７月30日に九州大会を控えており、
キャプテンの岡本陸

り

来
く

さん（柏原小学校・５年）は「初
めての場所なので、楽しんでプレーできたらと思って
います。」と話してくれました。　（取材日：７月11日）

私も参加させてもらいました（右から３番目）

　

長
い
梅
雨
で
、
災
害
も
心
配
さ

れ
ま
す
が
、
広
報
広
聴
常
任
委
員

も
新
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
３
年

前
は
議
会
広
報
編
集
委
員
会
に
６

人
の
委
員
が
お
り
、
私
も
今
回
委

員
に
復
活
し
た
の
で
す
が
、
以
前

と
比
較
し
て
、
委
員
数
が
少
な
い

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

　

前
広
報
広
聴
常
任
委
員
の
大
変

さ
を
痛
感
し
な
が
ら
、
頑
張
ろ
う

と
決
心
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
中
、
町
民

の
皆
様
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、

新
メ
ン
バ
ー
が
一
致
団
結
し
て
議

会
だ
よ
り
作
成
に
取
り
組
み
、
議

会
だ
よ
り
を
通
し
て
、
議
会
の
出

来
事
を
分
か
り
や
す
く
、
発
信
し

て
い
け
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
、
委
員

が
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
、
そ
の
内
容
を
掲
載

し
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
注
目
し
て

読
ん
で
い
た
だ
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

（
牧
原　

完
治
）
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